
⻑寿命化計画策定業務委託
(健全度評価)(砂防)(その11)(経済対策)

全測連中国地区協議会
第6回⼟⽊設計関係技術発表会
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⿃取⽀社 技術部 設計課
穀本 光雄



１．業務内容

２．想定される⾼評価の要因

３．業務遂⾏上苦労した点、⼯夫した点
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業 務 名：⻑寿命化計画策定業務委託（健全度評価）（砂防）
（その11）（経済対策）

発 注 者：⿃取県⼋頭県⼟整備事務所

業務⽬的：⿃取県⼋頭県⼟整備事務が管轄している砂防設備の点検、健

全度評価を実施し、要対策と評価された砂防設備（砂防堰堤

⼯、床固⼯、側壁護岸等）について、評価指標（過去の災害

実績、保全対象等）を基に、修繕等の優先度を設定する業務

である。

１．業務内容

業務数量：・砂防施設点検：49渓流、357ユニット
・健全度評価：357ユニット
・修繕等の優先順位の設定：357ユニット
・経過観察⽅法の検討：357ユニット

※1ユニット：堰堤(床固⼯)から副堰堤(床固⼯)区間の砂防設備 2



①【 計画準備・資料整理 】

②【 現 地 踏 査 】
・砂防設備の確認
・点検計画書の提出

③【 砂防設備点検 】
堰堤、副堤、床固⼯、垂直壁、

側壁護岸、護床⼯、渓流保全⼯等

④【 点検個票作成 】
・堰堤⼯ユニット
・その他のユニット

⑥【修繕等の優先順位の設定】
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・業務実施フローチャート

⑧【 業務成果とりまとめ 】

⑦【 経過観察⽅法の検討 】

【中間成果品の提出】
健全度評価C1,C2:様式のとりまとめ提出

⑤【 健 全 度 評 価 】
調査場所
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②現地踏査
評価ユニット内に存在する砂防施設と設備台帳が整合

しているかの確認を⾏った。また、点検時に必要となる
⾞両駐⾞位置を選定し、道路の安全確保に努めた。
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③砂防設備点検
・点検は原則徒歩で⾏い、施設の外観および施設周

辺の状況を⽬視により把握し、点検個票に記録
・施設に異常が認められた場合は、その状況に適応

した計測、打⾳、観察などの⽅法で確認

番号 撮影位置 撮影対象物 番号 撮影位置 撮影対象物

副堰堤下流⾯全景 本堰堤下流⾯全景
副堰堤護床⼯ 本堰堤⽔叩き

副堰堤上流⾯全景 本堰堤上流⾯全景
副堰堤⽔通し 本堰堤⽔通し

本堰堤上右岸袖部
〜上流

本堰堤上左岸袖部
〜上流

⑤ 左岸側壁 右岸側壁護岸 ⑪ 本堰堤⽔通し 砂防堰堤下流全景

⑥ 右岸側壁 右岸側壁護岸 ⑫ 本堰堤⽔通し 砂防堰堤上流全景

⑬ 副堰堤下流 施設下流河道全景

本堰堤左岸袖

本堰堤右岸袖⑩

③ ⑨副堰堤左岸袖 副堰堤右岸袖部

④ 副堰堤右岸袖 副堰堤左岸袖部

副堰堤下流①

②

⑦ 主堰堤下流

⑧副堰堤上流 本堰堤上流

出典：砂防関係施設点検要領(案）

【写真撮影⼿順】
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【損傷事例 1】
（堰堤：ひび割れ）

（堰堤：⽔通し⽋損） （堰堤：⽔叩き摩耗）
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【損傷事例 2】
（床固⼯：⽋損）

（床固⼯：側壁護岸洗掘）
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【損傷事例 3】
（帯⼯：摩耗） （帯⼯：⽋損）

（渓流保全⼯：洗掘）
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④点検個票作成
・砂防施設総括表（様式-0）

・詳細位置・ｱｸｾｽ図（様式-0-1）

・平⾯図（設備台帳平⾯図使⽤）

・砂防施設調査ｼｰﾄ（様式-1-2）

・写真位置図（様式-2）

・写真集（様式-3）

・変状位置図（様式-4）

・進⾏性確認（様式-5）

・点検チェックシート

砂防施設総括表（様式-0）
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詳細位置・ｱｸｾｽ図(様式-0-1) 写真集(様式-3)



進⾏性確認(様式-5)
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点検チェックシート
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【施設の変状レベル区分】

天 端 摩 耗 ひ び 割 れ 洗  掘 漏  ⽔

a
異常なし、また
は軽微な損傷

○変状なし、○軽微な摩耗 ○変状なし、○軽微なひび割れ ○変状なし、○軽微な洗掘 ○変状なし、○軽微な漏⽔

b
損傷があるが、
機能・性能低下
に⾄っていない

○鉛直⽅向の摩耗深さが概ね1リフ
  ト程度未満

○⽔平⽅向のひび割れが各ブロック
  幅の概ね1/2程度未満

○基礎部の洗掘が堰堤基礎麺
  に達していない

○部分的に漏⽔している

c
機能・性能低下
あり

○鉛直⽅向の摩耗深さが概ね1リフ
  ト程度以上

○⽔平⽅向のひび割れが各ブロック
  幅の概ね1/2以上
○ひび割れが上下流に連続して発⽣

○基礎部の洗掘が堰堤基礎麺
  に達している

○本体の広範囲にわたる漏⽔
○基礎底⾯部からの漏⽔
○両岸地⼭と堰堤境界⾯からの漏⽔

変状レベル
本体（本堤・副堤・床固⼯・垂直壁）

半分以上半分以上半分以上

部位ごとの変状レベルの評価基準

出典：H30⿃取県⻑寿命化計画 マニュアル(案）
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⑤健全度評価

ＳＴＡＲＴ

出典：H30⿃取県⻑寿命化計画 マニュアル(案）

堰堤ユニットの健全度フロー評価
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⑥修繕等の優先順位の設定

評 価 配 点 評 価 配 点 評 価 配 点 評 価 配 点 評 価 配 点 備 考

災害時要配慮者利⽤施
設

堰堤

その他、保全対象への
影響の⼤きい堰堤

保全対象

施設の重要
度

その他を考
えられる指
標

災害発⽣時
の影響

〃

なし 0 〃

なし 0 〃

なし 0 配点は任意で設定

該当

6

10

5

重要施設
（設定員50
〜99⼈）

5

〃避難場所

公共施設（施設）

保全⼈家⼾数（⼾）

重要施設
（設定員100
⼈以上）

該当

重要施設
（設定員0〜
49⼈）

4 ⼀般施設の
み 4

0

あり（その
他の避難
所）

3 なし 0

2 1施設 1 なし 0

30〜10⼾ 3 9〜1⼾ 1 0⼾

評価項⽬

配点は整備プログ
ラムに基づいて設
定

30⼾以上

5施設以上

あり（地域
防災計画に
位置付けら
れた避難
所）

5

5

3 2〜4施設

健全度評価のカテゴリ(C1,C2,B,A）ごとに、各指
標配点の総合計の⼤きいものが優先度の⾼い施設

評価指標及び配点の設定表

出典：H30⿃取県⻑寿命化計画 マニュアル(案）



15

⑦経過観察⽅法の検討
現状の健全度等に応じた定期点検等の頻度を設定

第2段階

施設の重要度
（保全対象への影響等）

「Ａ」
対策不要

施設完成後の初
回点検 － 5年以内

【その他】
・下記以外

3年以内

【過去の災害実績】
 1)直近の災害発⽣あり（3年以内）
【災害発⽣時の影響】（影響範囲内）
 1)保全⼈家⼾数30⼾以上
 2)重要な公共施設5施設以上
 3)地域防災計画に位置付けられた避難所あり
 4)災害時要配慮者関連施設（総定員100⼈以上）あり
【重要度 ⾼】
 ・堰堤
 ・その他、保全対象への影響の⼤きい堰堤

1〜3年

－ 1年

施設の健全度

第1段階
定期点検等の頻

度

「C1」
補修改築が必要

「C2」
補修改築が必要だが当⾯は

経過観察
及び

「Ｂ」
経過観察

点検頻度の設定表

出典：H30⿃取県⻑寿命化計画 マニュアル(案）
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２．想定される⾼評価の要因
(1)点検員の教育

損傷の⾒落とし、損傷評価のバラツキ防⽌
・砂防設備に関する専⾨知識

の再確認と点検⼿順の理解
について社内勉強会を開催

・点検者の合同現地踏査
(2)点検⼿順の改善

撮影忘れ、転記・添付ミス
の防⽌を⽬的とし、電⼦機器
を活⽤した点検を実施
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(3)点検結果の分析
渓流、施設種別、砂防施設施⼯後の経過年数の健

全度評価の傾向を分析

(4)適切な業務の⼯程管理
履⾏期間中に災害（道路、河川等）が2回発⽣し

たため、⼈員の確保が課題となった。そこで、随時
⼯程表を⾒直すことで中間成果品を遅延なく提出
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3．業務遂⾏上、苦労した点や⼯夫した点
(1)点検時連絡⽅法の⼯夫

携帯電話の受信が困難な場所であるため、トラン
シーバーを携⾏し調査を遂⾏
(2)点検時苦労した点

渓流に沿って左右岸に⿅侵⼊防⽌柵が設置されて
いる箇所、落差⼯等の⾼低差がある渓床内で脚⽴を
背負って調査を遂⾏
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(3)安全管理
・点検調査前のＫＹミーテ

ィング実施
・熱中症予防対策装備品

の携⾏
・野⽣動物（ツキノワグマ、

⿅、イノシシ等）との遭遇に関する注意対策装
備品の携⾏

OS1、塩分ﾀﾌﾞﾚｯﾄ、急速冷却材等 鈴、クマよけ銃、撃退⽤スプレー



ご清聴ありがとうございました
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